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考えられる。 しか し、個々の基本語に注 目すると、まだまだ改善の必要があるものが存在する。
基本語SETの コアイメージは、果たして妥当なのだろうか。 もっと適切なSETの コアイメージが
存在するのではないだろうか。本稿は、本当にSETの コアイメージが、提唱されている 「据える」
で妥当かどうかを検証する。既存の辞書やコアイメージの問題点を指摘 し、日本人英語学習者に














しかし、 日本が近代化し た今 日において、英語が使えることの重要性が認識され、英語を日本
語に訳すだけに留まらず、英語をどのように話 したり、書いたりするのかといった、英語のアウ
トプットに関心が移 りつつある。









　 この問題に対 して、田中(2007a、2007b、2007c)は 、基本語に中心的概念であるコアイメージ




　 田中は、英語学習の流れの1つ のアプローチ として、コア理論を用いた学習を提案 している。
この理論は、今後、英語教育に大きく貢献すると筆者自身は考える。 しかし、個々の語のコアイ
メージに注目すると、改善の余地があるものもあると考 えられる。そのような具体例 として、筆
者はSETと いう基本語があると考える。そこで本稿では、他動詞SETに 注 目し、筆者が疑問を
感 じる点を指摘 し、SETの 新たなコアの試案を提示したい。
2.SETを めぐる疑問
　 この節では、英和辞書のSETの 記述において、筆者が疑問に思 う点を指摘する。
2.1　 『エクスプレスEゲ イ ト英和辞典』(以下、『Eゲイ ト』)
　 『Eゲイ ト』は、コアイメージを反映させた英和辞書の1つ である。SETの コアイメージを「据
える」と定義 し、以下のような図を提示 している。
　 コアイメージ
さ らに 、 この イ メ ー ジ を利 用 し、語 義 を10に 分 け 、[表1]の よ う に例 文 を紹 介 して い る。
　 [表1](1)(2)の 例 文 を見 て み る と、 目的 語 の ろ うそ くや ソ フ ァ をテ ー ブ ル や 暖 炉 に 「据 え る」
の 解 釈 に よ っ て、 学 習 者 は容 易 に そ め 状 況 を理 解 す る こ とが で きる 。 『Eゲ イ ト』で は、SETと
PUTの 違 い に も言 及 して い る。　set　the　dishes　on　the　tableとput　 the　dishes　on　the　tableの コア
の 違 い を前 者 は 「(定め られ た位 置 に)据 え る」、後 者 を 「あ る と ころ に位 置 させ る 」と定 義 し、「PUT
は 、 単 に 置 くだ けで 、 きれ い に並 べ な い場 合 も含 む」と説 明 され て い る 。 以 下 の よ う に、 そ の様
子 の違 い を 図 で説 明 して い る。
　 　 (左側 がSET、 右 側 がPUT)
　 学 習 者 は、PUTに 比 べ て 、　SETは よ り丁 寧 な様 子 で きち ん と置 か れ て い る様 子 を理 解 で きる。
しか し、 筆 者 に は、 い くつ か 疑 問 に感 じ られ る 点 が あ る。 次 の2.2で1つ ず つ見 て い きた い。
2.2　 『Eゲ イ ト』に対 す る疑 問
疑 問1:(3)I set　the　table　for　dinner.
　 　 こ の文 を コ ア を利 用 して 解 釈 し よ う とす る と、 「テ ー ブ ル を 定 め ら れ た位 置 に据 え る 」とい
　 　 う解 釈 に な り、 テ ー ブ ル の 移 動 を連 想 して しま うが 、 日本 語 訳 は、 「食 卓 を準 備 した 」とな っ
　 　 て い る。 しか し、 食 卓 の 準 備 に は、テ ー ブ ル 自体 の移 動 は必 ず し も必 要 が な い の で、 コア に
　 　 そ っ た 解釈 には 無 理 を感 じる。
疑 問2:(5)Let's set　the　date　for　the　party.
　 　 この 文 の 日本 語 訳 に は 「パ ー テ ィー の 日取 りを 決 め よ う」とあ る が 、 「決 め る」ので あ れ ば な
　 　 ぜdecideで な い の だ ろ うか 。 も し"decide　 the　date"と"set　 the　date"が 違 う ので あ れ ば、 そ
　 　 の 違 い は何 で あ ろ うか 。
疑 問3:(6)He　 set　a　price　of$50,000 .on　the　painting.
　 　 この 文 を コア を利 用 して 解 釈 しよ う とす る と、"on"the　 paintingな の で あ るか ら、 筆 者 に は
　　「50,000ドルの値札 を絵の上に据え る」という解釈になり、絵に接する形での値札の移動を連
想 してしまう。しかし、辞書の図では、値札は絵
に接 してお らず、絵の下に位置 しているように
筆者には見 え、その時の前置詞は"on"で はな く、
"b
elow"で はないのだろうか、 という疑問が生 じ
る。　　　　　　　　　　　　　　　 ・
疑 問4:(11)Phil　 set　a　new　 world　 record.
　 　 この 文 を コ ア を利 用 して解 釈 し よ う とす る と、 「世 界 記 録 を据 え る 」とい う解 釈 に な る。 し
　 　 か し、 記 録 は更 新 され た り、 作 られ た りす る もの で あ っ て 、 ど う して も 「据 え る 」対 象 に は
　 　 感 じ られ な い。
疑 問5:(17)Nigari　 sets　tofu.
　 　 こ の 文 を コ ア を利 用 して解 釈 しよ う とす る と、 「にが りが 豆 腐 を据 え る」の 解 釈 に な り、 に
　　 が りが豆腐をどのような定められた位置に据えるのか、連想することができない。
　 以上、『Eゲイ ト』の説明や例文 を読んで、率直に筆者が感 じた疑問を列挙 した。 これ らの疑










SETは 、ある状態を作 り出す動詞である。ただし、状態を作 り出す行為に関心があるので
はな く、SETの 関心は、その状態の存在にある。
　SETを 骨子1の ように考えることによって、以下のようなペアの違いが明 らかになるのでは
ないかと考える。
(18a) He put the dishes on the table. 
(18b) He set the dishes on the table. 
(19a) He established a record. 
(19b) He set a record. 
(20a) He decided a date. 
 (20b) He set a date. 
(21a) He made an example. 
(21b) He set an example.
　 (18)の ペ ア は、(a)のputが 「テ ー ブ ル に皿 を並 べ る行 為 」に 関心 が あ る の に対 して、(b)のsetは 、
「皿 が、 テ ー ブ ル に並 べ られ て い る状 態 」に 関心 が あ り、 そ の状 態 を作 り出 す行 為 に 関心 は な い 。
　 (19)の ペ ア は、(a)のestablishが 「記 録 を作 り出 す 行 為 」に関心 が あ るの に対 して 、(b)のsetは 、
「作 り出 さ れ た記 録 の存 在 」に関 心 が あ る。
　 (20)の ペ ア は 、(a)のdecideが 「日付 を決 め る行 為 」に 関 心 が あ る の に対 して 、(b)のsetは 、「日
付 が 決 め られ た 状 態 」に 関心 が あ る。
　 (21)の ペ ア は、(a)のdecideが 「模 範 を示 した 行 為 」に関 心 が あ るの に対 して 、(b)のsetは 、「模
範 が 示 され た 状 態 」に 関心 が あ る。
　以下は、「作 り出す行為に関心がある動詞」と「作 られた状態に関心がある動詞」を表にしたも
の で あ る。
　特筆すべ きは、これ らの左と右の 日本語訳が どれ も同じになってしまう点である。例えば、(20)
のペアは、どちらも 「日にちを決めた」という日本語になる。 しか し、「日にちを決めた」という
日本語からだけでは、DECIDEとSETの どちらの動詞が適切か、という判断は不可能である。
ここで、当然生まれて くる疑問は、ネイティブスピーカーは、 どのように使い分けるのかという
ことである。この点について、同じ「決める」で も、DECIDEは 「決める行為 自体」に関心がある
動詞であるのに対し、SETは 「決められた状態の存在」に関心があると筆者は考えた。　SETは 「作
られた状態に関心がある動詞」という理解に立てば、 日本語訳が同じでも使い分けることが可能
になるのではないか。同様のことが、PUT、 　ESTABLISH、 　MAKEな どとの使い分けにも言え
るのではないか、 と考える。
試案の骨子2
SETが 作 り出す状態の記述は、2種 類ある。　SETさ れる対象(目 的語)が どのような状態
'になるのかが言語化される場合 と
、言語化されない場合である。
　これは、SETの 構文と密接に関係 していると考える。[表3]は 、この2種 類を表にしたもの
である。(英文の左横についている数字は、『Eゲイ ト』で示された語義と例文の番号である。)
　 まず、SETさ れる対象(目 的語)が どのような状態になるのかが言語化される場合(表3の 左
側)に 注 目してみると、SETの 目的語のあとに状態を表す語句が後続 している(つ まり、言語化
されている)こ とがわかる。(状 態部分には下線を施 した。)例えば(1)で は、SETは 、目的語the
candleが 、　on　the　tableに あるという状態を作 り出している動詞と見ることができる。(置 くと
いう動作に関心があるのではなく、置かれている状態に関心が向けられている。)
　 また、(9)で は、SETは 、目的語the　toyが 、　goingの 状態を作 り出している動詞と見ることが
できる。(動かす という動作に関心があるのではな く、動いている状態に関心が向けられている。)
仮 に目的語 をxで あらわし、状態をYで 表す とすると、〔XisY〕 の関係にあると言える。 この関
係 を示 したものが[表4]で ある。
[表4]　 状態の表現方法
　 目 的語Xと 状 態Yの 関係 は{「XがYで あ る状 態 」と考 え る こ とが で きる 。Be動 詞 を補 え ば、
XがYの 状 態 に な る とい う関 係 が 見 え て くる 。 さ らに、be動 詞 に 後 続 す る 語 句 に注 目す る と形
容 詞 句 、前 置 詞 句 、 現 在 分 詞 、to不 定 詞 の4種 類 に分 け る こ とが で きる。 最 後 のto不 定 詞 につ い
て補 足 す る と、(15)She　 set　her　son　to　clean　his　room .は、"her　son　is　to　clean　his　room"と い
う状 態 を作 り出 して い る 英 文 で あ る と考 え られ る。 「彼 女 の息 子 が 、 これ か ら自分 の部 屋 を掃 除
す る とい う状 態 を作 り出 した 」の 意 味 に な り、 「彼 女 の 息 子 が 、掃 除 を しな け れ ば い け な い状 態
にあ る こ と」に関 心 が 向 け られ て い る英 文 で あ る。
　 次 に、[表3]の 右 側 を見 て み る。 ま ず、(10)(11)(16)(17)を 見 る と、表 の左 側 とは異 な り、
目的語 の 後 に何 も後 続 して い な い こ とが わ か る。 例 え ば 、(16)のset　 her　hairで は、　her　hairの
後 に形 容 詞 句 、 前 置 詞 句 な どが共 起 して お らず 、 どの よ う な状 態 に され る のか は言 語 化 され て い
な い。 しか し、 「髪 をセ ッ トす る」 と言 わ れ た だ け で、 「彼 女 が気 に 入 る髪 型 の状 態 」に され る こ
とを理 解 す る こ とが 可 能 で あ る と考 え る 。 同様 に(10)のset　 a　lot　of　homeworkで は、 「宿 題 が 課
され た状 態 」に、(11)のset　 a　new　 world　 recordで は 、 「世 界 記 録 が 作 り出 さ れ た状 態 」に、(17)
のset　 Tofuで は 「食 べ ご ろの ち ょ う どい い 固 さの 状 態 」に さ れ る こ と を理 解 す る こ とが で きる だ
ろ う。
　 一 方 、(3)～(6)で あ る が 、 目 的 語 の 後 に はfor　 dinner、　for　8、　for　the　party、　on　the
paintingの 前 置 詞句(斜 字体)が 確 認 で き る。 しか し、 こ れ らの斜 字 体 に な って い る前 置 詞 句 は、
表 の左 側 の下 線 で表 した前 置 詞 句 の(Y)と は異 な り、 目的 語 の 状 態 を表 して い るの で は ない と考
え る。つ ま り、the:table　is　for　dinnerやthe　 alarm　 is　for　8の よ うな[X　 is　Y]の 関係 に は相 当 しな い。
単 な る情 報 の追 加 にす ぎな い。
　 [表5]は 、 「状 態 が 言 語 化 さ れ な い 」例 文 にお い て、 目的 語 の 中 に 内在 して い る状 態 が 、 どの







　 4.疑 問 点 に対 す る説 明 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 3節 で 示 した仮 説 に基 づ い て 、 筆 者 が2節 で 挙 げ た5つ の疑 問 に答 え る こ と にす る。
　 疑 問1:(3)I　 set　the　table　for　dinner.
　 　 　 　 この 英 文 は、 筆 者 の 見 解 で は、SETに よっ て 作 り出 さ れ る 「状 態 」は 言 語 化 され て い な い
　 　 　 場 合 と考 え る 。 どの よ うな状 態 に な る の か と い う と、 「(お皿 、 ナ イ フ 、 フ ォ ー ク な ど を並
　 　 　 べ て)夕 食 を食べ る こ とが で きる状 態 」と考 え る こ とが で き る。 も しそ うで あ れ ば 、 「食 事 が
　 　 　 で きる状 態 」を作 り出 した結 果"the　 table　is　set"や"the　 table　is　ready"と い う状 態 に 関心 が
　 　 　 あ る と考 え られ る 。 そ もそ も、 違和 感 を感 じた 「テ ー ブ ル の 移 動 」は関 心事 の 中 心 で は な い 。
　 　 　 そ して 、 そ の状 態 が継 続 中 で あ り、 夕 食 は い つ で も食 べ られ る状 況 が 読 み 取 れ る。 テー ブ ル
　 　 　 の移 動 を して い る の で は な い。 「テー ブ ル を セ ッ トす る」と は「食 事 の準 備 を した状 態 に す る」
　 　 　 とい う状 態 を指 して い る の で あ る。
　 疑 問2:(5)Let's　 set　the　date　for　the　party.
　 　 　 　 こ の英 文 に お い て も状 態 は、 言 語 化 さ れ て お らず 「(パー テ ィー を開 催 で き る)日 付 」を決
　 　 　 定 し"the　date　is　set"の 状 態 が あ る、 とい う意 味 が 隠 さ れ て い る と理 解 す る 。 つ ま り、"The
　 　 　 date　is　set"の 状 態 を作 り出 した こ とを意 味 す る 。 「日付 を セ ッ トす る」 とは、 「パ ー テ ィー の
　 　 　 日程 を調 整 した 状 態 にす る」とい う状 態 が 理解 され て い るの で あ る。
　 疑 問3:(6)He　 set　a　price　of$50,0000n　 the　painting.
　 　 　 　 この 英 文 も同様 に 「状 態 」は 言語 化 され て い ない 。 「(消費 者 が 買 う のに ち ょう どい い)状 態 」
　 　 　 を決 定 し、"a　price　is　set"と い う状 態 が あ る とい う意 味 が 隠 され て い る と理 解 す る。た だ 単 に 、
　 　 　 decide　a　price(値 段 を決 め た)だ け で は な く、 そ の 決 ま った 値段 が 据 え置 き され て い る状 態
　 　 　 が 続 い て い る の で あ る。
　 疑 問4:(11)Phil　 set　a　new　 world　record.
　　　　 この英文 もやはり「状態」が言語化されていない。どのような状態になるか というと、「(フィ
　　　 ルが世界記録を樹立 した)状 態」を作 り出し"A　new　 record　is　set"の状態を作 り出した、 と
　　　 理解する。
　 疑問5:(17)Nigari　 sets　tofu.　　　　
　　　　 この英文 も「状態」は言語化 されていない。どのような状態になるかというと、「(にが り
　　　 が豆腐をたべごろの絶妙な固さに調整 した)状 態」にして、「豆腐が液状のものから固形状の
　　　 状態」になり、その固まった状態が続いているのである。
　　 以上のように考えると、「据える」のコアでは疑問が感 じられた英文 も解釈で きるように考える。
5.ま とめ
以上のように考えると、状態を作 り出す行為 に関心がある動詞 とSETと の間で、 日本訳が同
じになり、違いを表す 日本語訳が存在 しないことがSETの 理解 を妨げていた原因の1つ である
ように思われる。 しかしながら、日本語訳が同じであるにも関わらず、学習者がそれぞれの動詞
の個性をきちん と認識すれば、決 して理解できないことはない。SETを 使い切るためには、動




していた。筆者は、その違いを伝 えたいメッセージの内容(SETの 場合は、作 り出した状態の継
続)に 注目して、他動詞SETの 個性 を明らかにするよう試みた。そうすることで、日本語訳が同
じになるPUTやDECIDEな どとの違いを明らかにできると考えたからである。
また、 目的語に後続する状態 を言語化する表現パターンと言語化 しない表現パ ターンを押さえ
ていれば、使い切るということに関して、学習者が自ら英文を組みたて、 もっと自信をもってア
ウ トプットできるようになると考える。これも正 しくSETを 使い切るためには重要な知識である。
'
SETは 、状態を作 り出す動詞である。 しかし、その状態を作 り出す方法は問わない。 目的語













れば、 自ず とアウ トプットへの能力は養われると考える。
1節 で紹介 したように、「基本語は複雑で多岐にわたるのではなく、単純で曖昧だ。そして曖
昧だからこそ、いろいろな状況に使 うことができる」(田中2007a)。 しかしなが ら、基本語の意
味 を曖 昧 に して い る要 因 を特 定 して こ そ、 学 習 者 に とっ て わ か りや す い コ アの 提 唱 が 出 来 る、 と
考 え る。 そ れ に は、 ま ずSETと 共 起 す る語 句 との 共 起 関係 、 修 飾 関係 に ま で考 慮 した 上 で の コ
ア の 提 唱 が 必 要 で あ る と考 え る 。 そ う しな い と、他 の 動 詞 との類 似 点 や 相 違 点 も見 え な い ま ま、
これ まで の よ う に英 語 と 日本 語 の1対1の 退屈 な 暗 記作 業 を継 続 す る こ と に な っ て しま う だ ろ う。
特 に 、基 本 語 が もた らす 類 義 語 との 違 い を学 習 者 が きち ん と理 解 しな け れ ば、 そ れ ぞ れ の語 を使
い切 る こ とは 難 しい よ うに 考 え る。
　 本 稿 で は 、 基 本 語SETの 「あ る状 態 に す る」とい う新 しい コ ア を提 案 す る と と も に、 目的 語 と
前 置 詞 句 との修 飾 関係 に よっ て状 態 が 言 語化 され る もの と言 語 化 され ない もの に分 け、 語 義 提 示
を試 み た。 学 習 者 が 、 英 語 を使 い切 る よ うに な る た め に は 、 基 本 語 の コ アだ けで な く、 そ れ ぞ れ
の 語 句 が 、 文 中 で ど の よ う に機 能 し、 潜 在 的 に どの よ うな性 質 を持 っ て い るの か を きちん と蓄 積
して い く必 要 が あ る。
　 最 後 に、 副 題 の 「にが りは豆 腐 を据 え る こ とが で きる か 」で あ る が 、 筆 者 の 答 え は 「で きな い」
で あ る。 しか し、 「に が りは、 豆 腐 を ち ょ う どい い 固 さの 状 態 にす る こ とは で き る」こ とを 改 め
て 指摘 して お きた い 。
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